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 東

京
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の

整
備
方
針
ớ
第
四
次
事
業
化
計

画
Ờ
を策

定
し
ま
し
た

　ủ
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
方
針
ớ
第
四
次
事
業
化

計
画
ỜỨ
を
策
定
し
ま
し
た
Ố
本

整
備
方
針
で
は
ỏ
今
後
　
年
間

１０

ớ
２
０
１
６
Ỗ
２
０
２
５
年
度
Ờ

で
優
先
的
に
整
備
す
べ
き
路
線

ớ
優
先
整
備
路
線
Ờ
の
ほ
か
ỏ
線

形
・
幅
員
等
ỏ
計
画
の
方
向
性
を

検
討
す
る
路
線
ớ
計
画
内
容
再
検

討
路
線
Ờ
や
ỏ
新
た
に
検
討
す
る

都
市
計
画
道
路
等
に
つ
い
て
も
示

し
て
い
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
都
市
計
画

法
第
　
条
に
基
づ
く
都
市
計
画
道

５３

路
区
域
内
に
お
け
る
建
築
制
限
に

つ
い
て
ỏ
新
た
な
緩
和
基
準
も
示

し
て
い
ま
す
Ố

　
整
備
方
針
は
ỏ
都
市
政
策
課

ớ
市
庁
舎
８
階
Ờỏ
都
民
情
報
ル
ồ

ム
ớ
都
庁
第
一
庁
舎
３
階
Ờ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
ớ
東
京
都
都
市

整
備
局
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ồ
ド
も
可
ỜỐ

問
都
市
政
策
課
辺
７
２
４
・
４
２

４
８
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
５

５
０
２
ỏ
東
京
都
都
市
整
備
局
都

市
基
盤
部
街
路
計
画
課
辺
　
・
５

０３

３
８
８
・
３
３
７
９

軽
自
動
車
税
の

税
率
変
更
及
び
納
税
通

知
書
の
発
送
に
つ
い
て

　
税
制
改
正
に
伴
い
ỏ
今
年
度
か

ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更
に

な
り
ỏ
車
両
の
種
別
や
登
録
年
数

に
応
じ
て
ỏ
増
額
に
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
Ố

　
詳
細
は
ỏ
５
月
　
日
に
発
送
す

１１

ご　

案　

内

る
ủ
平
成
　
年
度
軽
自
動
車
税
納

２８

税
通
知
書
Ứ
に
同
封
す
る
ủ
軽
自

動
車
税
の
税
率
変
更
の
お
知
ら

せ
Ứỏ
ま
た
は
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ

ồ
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
Ố　

　
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
ỏ
５
月
　
日
ま
で
に
納

３１

付
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

問
市
民
税
課
辺
７
２
４
・
２
１
１

３
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６
０

８
４

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
を
�

発
送
し
ま
す

　
２
０
１
６
年
度
の
納
税
通
知
書

を
５
月
２
日
に
発
送
し
ま
す
Ố
５

月
　
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は

１２
ご
連
絡
下
さ
い
Ố
な
お
ỏ
第
１
期

の
納
期
限
は
５
月
　
日
で
す
Ố

３１

問
資
産
税
課
辺
７
２
４
・
２
５
３

０
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６
０

９
４

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

盲
導
犬
・
介
助
�

犬
・
聴
導
犬

　
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬
の

利
用
を
希
望
す
る
方
は
ỏ
５
月
　１０

日
ま
で
に
ỏ
お
住
ま
い
の
地
域
の

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ồ
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
Ố

対
都
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
次
の

１８

要
件
を
満
た
す
方
　
盲
導
犬
ử
視

覚
障
が
い
１
級
の
方
ỏ
介
助
犬
ử

肢
体
不
自
由
１
・
２
級
の
方
ỏ
聴

導
犬
ử
聴
覚
障
が
い
２
級
の
方

○
盲
導
犬
ộ
視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
を
ỏ
安
全
・
快
適
に
誘
導
す

る
犬
の
こ
と
で
す
Ố

○
介
助
犬
ộ
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方
に
ỏ
物
の
運
搬
や
ド
ア
の
開

閉
等
ỏ
日
常
生
活
で
の
介
助
を
行

う
犬
の
こ
と
で
す
Ố

○
聴
導
犬
ộ
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
に
ỏ
ブ
ザ
ồ
や
電
話
の
呼
び

出
し
音
等
を
伝
え
ỏ
必
要
に
応
じ

て
音
が
鳴
る
場
所
へ
誘
導
す
る
犬

の
こ
と
で
す
Ố

問
各
地
域
の
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ồớ
堺
辺
７
９
４
・
８
７
９
０

返
７
９
８
・
２
２
９
０
ỏ
忠
生
辺

７
９
４
・
４
８
５
１
返
７
９
４
・

４
８
５
２
ỏ
鶴
川
辺
７
０
８
・
８

８
２
１
返
７
０
８
・
８
９
７
７
ỏ

町
田
辺
７
０
９
・
１
３
０
１
返
７

０
９
・
１
３
０
２
ỏ
南
辺
７
０
６

・
９
６
２
４
返
７
０
６
・
９
６
３

２
Ờỏ
町
田
市
障
が
い
福
祉
課
辺

７
２
４
・
２
１
４
８
返
０
５
０
・

３
１
０
１
・
１
６
５
３

赤
十
字
の
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

　
日
本
赤
十
字
社
は
ỏ
国
内
外
に

お
け
る
災
害
や
紛
争
に
よ
る
被
災

者
へ
の
救
援
活
動
や
献
血
の
推
進

な
ど
ỏ
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め

の
活
動
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
町
内
会
・
自
治
会
の
方
が
赤
十

字
の
協
賛
委
員
と
し
て
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
活
動
資
金
の
ご
協
力
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
Ố
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

問
福
祉
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
５

３
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
０

９
２
８

新
た
な
ご
み
の
資
源
化
施
設
ớ
熱

回
収
施
設
等
Ờ
の

整
備
運
営
事
業
が

進
ん
で
い
ま
す

　
市
で
は
ỏ
稼
動
か
ら
　
年
以
上

３０

が
経
ỳ
た
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ồ
に
代
わ
り
ỏ
同
敷
地
内

に
建
設
予
定
の
新
た
な
施
設
ớ
熱

回
収
施
設
ỏ
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施

設
ỏ
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
Ờ

の
整
備
な
ど
ỏ
循
環
型
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
市
民
協

働
で
進
め
て
い
ま
す
Ố

　
５
月
２
日
月
に
は
ỏ
新
た
に
建

設
す
る
熱
回
収
施
設
等
の
入
札
公

告
を
行
い
ま
す
Ố
公
告
内
容
や
ご

み
の
資
源
化
施
設
建
設
に
関
す
る

詳
細
は
ỏ
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
ỏ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
Ố
ま
た
ỏ
検
討
経
過

等
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は

ủ
ご
み
資
源
化
施
設
建
設
ニ
ỿ
ồ

ス
Ứ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

ớ
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
ỜỐ

問
循
環
型
施
設
整
備
課
辺
７
２
４

・
４
３
８
４
返
０
５
０
・
３
１
６

０
・
５
４
７
９

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

申し込み定　員会　場日　時会議名
事前に電話で
市政情報課（辺
724・8407）へ

3人
（申し込
み順）

市庁舎2
階会議室
2-2

5月9日月
午前10時
～正午

町田市情報公
開・個人情報保
護運営審議会

会議当日に教
育総務課（市
庁舎10階、辺
724・2172）
で受け付け

市庁舎10
階会議室
10-3～5

5月13日
金午前10
時から

町田市教育委
員会定例会

公開している会議　傍聴のご案内

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

福
祉
に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手

〜
広
げ
よ
う

　
　

地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

　
現
在
ỏ
町
田
市
で
は
ỏ
２
３
５

人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
Ố
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
福
祉
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

を
伺
い
ỏ
必
要
な
支
援
を
行
ỳ
て

い
ま
す
Ố

ừ
ど
ん
な
支
援
を
し
て
い
る
の
？
Ử

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
ỏ
市

役
所
や
児
童
相
談
所
ỏ
高
齢
者
支

援
セ
ン
タ
ồ
ỏ
社
会
福
祉
協
議
会

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
Ố
こ
れ
ら
の
機
関
で

行
ỳ
て
い
る
サ
ồ
ビ
ス
の
内
容
や

利
用
方
法
等
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ỏ
情
報
を
提
供
し
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
高
齢
の
方
ỏ
身
体
が
不

自
由
な
方
ỏ
子
育
て
や
生
活
で
お

困
り
の
方
な
ど
か
ら
ỏ
福
祉
に
関

す
る
心
配
事
や
悩
み
を
伺
い
ỏ
関

係
機
関
の
担
当
窓
口
を
紹
介
し
た

り
ỏ
連
携
し
て
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
Ố

ừ
相
談
し
た
い
と
き
は
？
Ử

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
担
当

区
域
を
持
ỳ
て
活
動
し
て
い
ま
す

の
で
ỏ
お
気
軽
に
電
話
等
で
ご
相

談
下
さ
い
Ố
お
住
ま
い
の
地
域
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
知
り
た

い
方
は
ỏ
福
祉
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
Ố

ừ
Ｐ
Ｒ
展
を
実
施
し
ま
す
Ử

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
多
く
の
方
に
知
ỳ
て
い
た
だ
く

た
め
ỏ
５
月
９
日
月
Ỗ
　
日
金

１３

に
ỏ
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ジ
オ
ớ
市
庁

舎
１
階
Ờ
で
Ｐ
Ｒ
展
を
実
施
し
ま

す
Ố
会
場
で
ア
ン
ケ
ồ
ト
に
回
答

し
て
い
た
だ
く
と
ỏ
東
京
都
民
生

委
員
・
児
童
委
員
キ
Ỿ
ラ
ク
タ
ồ

ủ
ミ
ン
ジ
ồ
Ứ
の
ミ
ニ
タ
オ
ル
・

シ
ồ
ル
等
を
差
し
上
げ
ま
す
Ố

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
Ố

問
福
祉
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
５
３
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
０
９
２
８

　私たち民生委員・児童委員は、隣
人愛をもって、地域社会の実情を把
握し、自立の援助や助言、必要な福
祉サービスの紹介など、地域の皆さ
んと同じ目線・立場に立って、ご相
談に応じています。ご相談内容等
は、守秘義務に基づき、外部に漏れ
ることはありません。
　今年度は一斉改選の年にあたり、
来年は民生委員制度100周年を迎え
ます。
　日々の生活の中で不安なこと、お
困りごと、福祉サービス等をお探し
の方は、「心のよりどころは、民生委
員・児童委員」と思っていただき、お
気軽にお声掛け下さい。

　民生委員は「民生委員法」に基づき厚
生労働大臣から委嘱され、「児童福祉
法」により児童委員を兼務し、任期は３
年間です。子どもの問題を専門に担当
する主任児童委員も活動しています。

町田市民生委員児童委員協議会　代表会長
 一石靖江さん

誰もが安心して生活できる
地域づくりのために

国民健康保険の
税率等を改定
しました

　
医
療
費
の
増
加
等
で
ỏ
国
民
健

康
保
険
事
業
が
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
ỏ
５
年
ぶ
り
に

国
民
健
康
保
険
税
ớ
国
保
税
Ờ
の

税
率
等
を
改
定
し
ま
し
た
Ố

で
計
算
さ
れ
ま
す
ớ
表
１
ỜỐ
そ

れ
ぞ
れ
に
定
め
ら
れ
た
課
税
限
度

額
を
超
え
た
場
合
ỏ
年
税
額
は
課

税
限
度
額
の
金
額
と
な
り
ま
す
Ố

　
医
療
分
は
ỏ
国
保
被
保
険
者
の

医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
ỏ

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
ỏ
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
運
営
支
援

に
充
て
ら
れ
ま
す
Ố
介
護
分
は
ỏ

　
Ỗ
　
歳
の
方
に
対
す
る
介
護
保

４０

６４

険
料
の
負
担
分
で
す
Ố

ừ
国
保
税
の
軽
減
Ử

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
ỏ
同

一
世
帯
内
の
所
得
額
や
被
保
険
者

数
な
ど
に
応
じ
て
ỏ
国
保
税
の
均

等
割
額
・
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
ớ
表
２
ỜỐ

ừ
今
後
の
予
定
Ử

　
７
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
Ố
具
体
的
な
年
税
額

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ỏ
ご

確
認
下
さ
い
Ố

問保険年金課辺724・4027
返050・3101・5154

表1　2016年度からの新しい国保税率（額）
介護分（40～64歳の方）後期高齢者支援金分医療分区　分 改定後改定前改定後改定前改定後改定前

1.49%1.17%1.62%1.38%4.74%4.08%所得割額Ⓐ
（所得に対し）

9500円8400円8500円6800円2万5000円1万9700円均等割額Ⓑ
（1人あたり）

3000円3000円3000円3000円9000円9000円平等割額Ⓒ
（1世帯あたり）

16万円16万円19万円17万円54万円52万円課税限度額
※所得割額Ⓐは、加入者それぞれの前年の総所得金額等から基礎控除33万円
を引いた額に税率をかけて計算します。
※世帯単位で計算したⒶⒷⒸの合計が課税限度額を超えた場合、年税額は課
税限度額の金額となります。

→→ →→ →→

表2　2016年度　国保税の平等割額、均等割額軽減表
所得階層別軽減判定基準年　度区　分

33万円以下（変更ありません）20167割軽減
33万円＋（26万5000円×国保加入者数）以下20165割軽減 33万円＋（26万円×国保加入者数）以下2015
33万円＋（48万円×国保加入者数）以下20162割軽減 33万円＋（47万円×国保加入者数）以下2015

※国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した後も、継続して同一
の世帯に属する方がいる場合は、その人数も軽減判定基準に算入します。
※1951年1月1日以前に生まれた方で、公的年金等の受給者の方は、公
的年金から15万円を限度に控除があります。

国保税の計算例（年額）
【ケース1】年金収入のみの方の世帯（65歳以上
の夫婦2人世帯で、夫のみの年金収入で計算）

軽減国保税年金所得年金収入 改定後改定前
7割2万3700円1万9400円33万円153万円
7割3万3200円2万7600円48万円168万円
5割8万2000円6万9000円100万円220万円
2割13万2400円11万1400円142万円262万円
―20万1100円16万9700円225万円350万円

※妻の年金収入が120万円までの場合は、計算例と同
額の国保税になります。

→→

【ケース2】給与収入のみの方の世帯（40歳代の夫婦2
人・子ども2人の4人世帯で、夫のみの給与収入で計算）

軽減国保税給与所得給与収入 改定後改定前
5割16万4700円13万7100円136万円220万円
2割28万1000円23万4100円220万円340万円
―38万2200円31万8600円306万円450万円
―44万4900円37万1800円386万円550万円
―50万7800円42万4700円466万円650万円

※妻の給与収入が65万円までの場合は、計算例と同
額の国保税になります。

→→

　
併
せ
て
ỏ
地
方
税
法
改
正
に
よ

る
課
税
限
度
額
の
改
定
ỏ
所
得
の

低
い
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
の
拡
充

も
行
い
ま
す
Ố

ừ
国
保
税
の
計
算
方
法
Ử

　
国
保
税
は
ỏ
医
療
分
ỏ
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
ỏ
介
護
分
の
合
計




